
2次元トロイダル群のBott—ChernとAeppliコホモロジーについて
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Xは楕円曲線上のℂ∗-バンドル構造
をもつ. 
下の楕円曲線で+1方向に一周す

ると, 𝑋では× 𝑒2𝜋 −1𝑝だけズレる. 
同様に+𝜏方向に一周すれば, ×

𝑒2𝜋 −1𝑞だけズレる.

𝜋

X : コンパクトでない2次元テータトロイダル群
定理1

Bott—Chern number ℎ𝐵𝐶
𝑝,𝑞

≔ dim 𝐻𝐵𝐶
𝑝,𝑞

(𝑋)は

 ℎ𝐵𝐶
0,0 = 1 

ℎ𝐵𝐶
1,0 = 2 ℎ𝐵𝐶

0,1 = 2 

ℎ𝐵𝐶
2,0 = 1 ℎ𝐵𝐶

1,1 = 3 ℎ𝐵𝐶
0,2 = 1 

ℎ𝐵𝐶
2,1 = 1 ℎ𝐵𝐶

1,2 = 1 

ℎ𝐵𝐶
2,2 = 0. 

定理2 

Aeppli number ℎ𝐴
𝑝,𝑞

≔ dim 𝐻𝐴
𝑝,𝑞

(𝑋)は

 ℎ𝐴
0,0 = 1 

෪ℎ𝐴
1,0

 
= 1 ෪ℎ𝐴

1,0

 
= 1  

ℎ𝐴
2,0 = 0 ෪ℎ𝐴

1,0

 
= 4  ℎ𝐴

0,2 = 0 

ℎ𝐴
2,1 = 0 ℎ𝐴

1,2 = 0 

ℎ𝐴
2,2 = 0. 

ただし, ෪ℎ𝐴
𝑝,𝑞

 
は𝐻𝐴

𝑝,𝑞
(𝑋)のHausdorff化した空間の次元とした. このとき, 𝒜𝑝,𝑞(𝑋)に係数

の各導関数についての広義一様収束位相を入れ, 𝐻𝐴
𝑝,𝑞

(𝑋)にその商位相を入れている. 

主定理 [2]

定義: 𝑋を複素多様体とする. 
Bott—Chern コホモロジーは, 

𝐻𝐵𝐶
𝑝,𝑞

𝑋 ≔ 𝐾𝑒𝑟 𝑑 ∩ 𝒜𝑝,𝑞 𝑋 /𝜕 ҧ𝜕𝒜𝑝−1,𝑞−1(𝑋)
Aeppliコホモロジーは, 

𝐻𝐴
𝑝,𝑞

𝑋 ≔ 𝐾𝑒𝑟 𝜕 ҧ𝜕 ∩ 𝒜𝑝,𝑞(𝑋)/(𝜕 + ҧ𝜕)𝒜 𝑝−1,𝑞−1 +1(𝑋)
と定める (𝑝 ≥ 1かつ𝑞 ≥ 1は上記のように定める).
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トロイダル群𝑋は, 有理数近似に関するある数論的条件によって, テータトロイダ
ル群かワイルドトロイダル群のいずれかに分類される. 

テータトロイダル群

ワイルドトロイダル群

𝑝, 𝑞の有理数近似の良さ

有限次元

無限次元non-

Hausdorff空間

先行研究の結果 [1]

いずれか
が悪い時

共に
良い時

𝐻𝑝,𝑞(𝑋, 𝒪𝑋)

複素多様体

コンパクト多様体

トロイダル群

コホモロジーの特定 ある幾何不変量

例えば, トロイダル群に対しては
Dolbeault cohomology [1]
De Rham cohomology [3]
などの結果がある. 
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概要
本研究は複素多様体であるトロイダル群の構造をコホモロジーの特定により明らかにしようとする研究である. （複素）𝑛次元複素多様体とは, 局所的に複素ユークリッド空間ℂ𝑛

の中に描けるような幾何的対象のことである. トロイダル群とは, 複素トーラスの一般化であり, 大域的な正則関数として定数関数しか持たないものと定義される. 
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